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  （百万円未満切捨て）

１．平成28年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（平成27年４月１日～平成27年９月30日） 

（１）連結経営成績 （％表示は、対前年中間期増減率）
 

  経常収益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

中間純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

28年３月期中間期 31,639 2.4 5,846 10.2 3,521 2.3 

27年３月期中間期 30,887 △0.6 5,307 11.0 3,441 26.8 
 
（注）包括利益 28年３月期中間期 △5,449 百万円 （－％）   27年３月期中間期 10,750 百万円 （9.2％） 
 

  １株当たり中間純利益 
潜在株式調整後 

１株当たり中間純利益 

  円 銭 円 銭 

28年３月期中間期 17.86 15.65 

27年３月期中間期 16.81 16.81 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

28年３月期中間期 3,512,192 234,603 6.6 

27年３月期 3,507,632 240,982 6.7 
 
（参考）自己資本 28年３月期中間期 230,512 百万円   27年３月期 236,655 百万円 

（注）「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末新株予約権－期末非支配株主持分）を期末資産の部合計で除し

て算出しております。なお、本「自己資本比率」は、自己資本比率告示に定める自己資本比率ではありません。 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 
  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 
27年３月期 － 3.00 － 3.50 6.50 
28年３月期 － 3.50       
28年３月期（予想）     － 3.50 7.00 

 
（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無    

 

３．平成28年３月期の連結業績予想（平成27年４月１日～平成28年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  経常収益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 62,900 0.2 9,900 △13.9 5,900 △12.0 29.93 
 
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無    

 



※  注記事項 

（１）当中間期における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無    

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更： 有    
 

②  ①以外の会計方針の変更              ： 無    
 

③  会計上の見積りの変更                ： 無    
 

④  修正再表示                          ： 無    

    （注）詳細は、添付資料Ｐ．２「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項」をご覧ください。 

 

（３）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年３月期中間期 205,054,873 株 27年３月期 205,054,873 株 

②  期末自己株式数 28年３月期中間期 7,963,891 株 27年３月期 7,961,650 株 

③  期中平均株式数（中間期） 28年３月期中間期 197,092,361 株 27年３月期中間期 204,613,741 株 

 

（個別業績の概要） 

１．平成28年３月期第２四半期（中間期）の個別業績（平成27年４月１日～平成27年９月30日） 

（１）個別経営成績 （％表示は、対前年中間期増減率） 
 
  経常収益 経常利益 中間純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

28年３月期中間期 23,915 △0.5 5,139 8.3 3,231 0.2 

27年３月期中間期 24,037 0.2 4,745 14.6 3,224 30.1 

 

  １株当たり中間純利益 

  円 銭 

28年３月期中間期 16.39 

27年３月期中間期 15.75 

 

（２）個別財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

28年３月期中間期 3,471,694 220,125 6.3 

27年３月期 3,468,796 226,577 6.5 
 
（参考）自己資本 28年３月期中間期 220,049 百万円   27年３月期 226,539 百万円 

（注）「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末新株予約権）を期末資産の部合計で除して算出しております。 

なお、本「自己資本比率」は、自己資本比率告示に定める自己資本比率ではありません。 

 
２．平成28年３月期の個別業績予想（平成27年４月１日～平成28年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率） 
 

  経常収益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 46,700 △4.0 8,700 △14.7 5,700 △8.3 28.92 

 
 

※  中間監査手続の実施状況に関する表示 

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく中間監査手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点に

おいて、金融商品取引法に基づく中間連結財務諸表及び中間財務諸表の中間監査手続は終了しておりません。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

１．当行は、特定事業会社（企業内容等の開示に関する内閣府令第17条の15第２項に規定する事業を行う会社）に該

当するため、第２四半期会計期間については、中間連結財務諸表及び中間財務諸表を作成しております。 

２．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当行が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当行として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績

等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
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１．当中間期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当中間連結会計期間におけるわが国経済は、欧州債務危機問題及び中国をはじめとする新興国経済の減速等の懸

念等から、先行きは不透明な状況が増大してまいりましたが、政府による経済財政政策等を背景に、企業収益等の

改善がみられ、景気は緩やかに回復基調が続いております。 

 このような経済状況下、当行の連結ベースでの経営成績は以下のとおりとなりました。

 当中間連結会計期間の経常収益は、利回り低下による貸出金利息が減少したものの、有価証券利息配当金及び連

結子会社の売上が増加したこと等を要因として、前年同期比７億52百万円増加し316億39百万円となりました。

 経常費用は、人件費等の営業経費を削減したものの、預金利息等の資金調達費用及び連結子会社の仕入原価が増

加したこと等を要因として、前年同期比２億13百万円増加し257億93百万円となりました。

 この結果、経常利益は前年同期比５億38百万円増加し58億46百万円となりました。親会社株主に帰属する中間純

利益は前年同期比80百万円増加し35億21百万円となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

 預金の当中間連結会計期間末残高につきましては、当中間連結会計期間中152億38百万円増加し３兆1,057億66百

万円となりました。預金の増加のうち、個人預金につきましては、当中間連結会計期間中195億16百万円の増加と

なりました。

 貸出金の当中間連結会計期間末残高につきましては、住宅ローンの増強等により、当中間連結会計期間中154億

36百万円増加し２兆1,573億22百万円となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 通期の連結業績予想につきましては、平成27年10月28日に公表しました「業績予想及び配当予想の修正に関する

お知らせ」の連結業績予想から変更はありません。

 

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 会計方針の変更

（「企業結合に関する会計基準」等の適用）

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」という。

）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」という。

）、及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基準」

という。）等を、当中間連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当行の持分変動による

差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更

しております。また、当中間連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定によ

る取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する中間連結会計期間の中間連結財務諸表に反映させる方法に変更い

たします。加えて、中間純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っておりま

す。当該表示の変更を反映させるため、前中間連結会計期間及び前連結会計年度については、中間連結財務諸表及び

連結財務諸表の組替えを行っております。 

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58-２項（４）、連結会計基準第44-５項（４）及び事 

業分離等会計基準第57-４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、当中間連結会計期間の期首時点から将来に

わたって適用しております。

 この結果、当中間連結会計期間の中間連結株主資本等変動計算書の資本剰余金の期末残高は１億64百万円増加して

おります。
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（２）追加情報 

（連結子会社の吸収合併）

 当行は、平成27年７月29日開催の取締役会において、金融庁長官の認可等を条件として、当行100％出資子会社であ

る名銀不動産調査株式会社を平成28年１月１日を効力発生日（予定）として、当行に吸収合併することを決議し、同

日付で吸収合併契約を締結しました。

 

 １．企業結合企業の名称及びその事業内容、企業結合日、企業結合の法的形式、結合後企業の名称並びに取引の目

的を含む取引の概要

（１）結合当事企業の名称及びその事業内容

 ①存続会社

 企業の名称：株式会社名古屋銀行

 事業の内容：銀行業

 

 ②消滅会社

 企業の名称：名銀不動産調査株式会社

 事業の内容：担保不動産の調査及び評価業務

 

（２）企業結合日

 平成28年１月１日（予定）

 

（３）企業結合の法定形式

 当行を存続会社とする吸収合併方式とし、名銀不動産調査株式会社は解散いたします。

 

（４）結合後企業の名称

 株式会社名古屋銀行

 

（５）取引の目的を含む取引の概要 

 当行は、名銀不動産調査株式会社を担保不動産調査及び評価の業務効率の向上を目的として、吸収合併を行うこと 

といたしました。 

 なお、吸収合併される名銀不動産調査株式会社は当行の完全子会社であるため、本合併による新株式の発行及び合 

併交付金の支払は行われません。 

 

 ２．実施予定の会計処理の概要 

 当該合併は、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）及び「企業結合会計基準及 

び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 平成25年９月13日）に基づき、共通支配下 

の取引として会計処理を行う予定であります。 
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３．中間連結財務諸表

（１）中間連結貸借対照表

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当中間連結会計期間 
(平成27年９月30日) 

資産の部    

現金預け金 269,659 276,455 

コールローン及び買入手形 647 1,795 

商品有価証券 93 61 

有価証券 996,619 978,834 

貸出金 2,141,885 2,157,322 

外国為替 7,262 4,236 

リース債権及びリース投資資産 22,881 23,862 

その他資産 15,074 15,185 

有形固定資産 36,499 35,764 

無形固定資産 2,103 1,958 

退職給付に係る資産 19,127 19,671 

繰延税金資産 953 900 

支払承諾見返 11,406 11,448 

貸倒引当金 △16,580 △15,304 

資産の部合計 3,507,632 3,512,192 

負債の部    

預金 3,090,527 3,105,766 

譲渡性預金 53,585 50,140 

コールマネー及び売渡手形 10,214 10,196 

債券貸借取引受入担保金 10,392 14,009 

借用金 22,148 23,732 

外国為替 73 109 

新株予約権付社債 12,017 11,996 

その他負債 20,620 18,831 

賞与引当金 1,087 1,075 

役員賞与引当金 60 31 

退職給付に係る負債 3,824 3,645 

役員退職慰労引当金 24 20 

睡眠預金払戻損失引当金 393 390 

偶発損失引当金 2,445 2,118 

利息返還損失引当金 217 210 

繰延税金負債 24,176 20,474 

再評価に係る繰延税金負債 3,433 3,390 

支払承諾 11,406 11,448 

負債の部合計 3,266,650 3,277,588 

純資産の部    

資本金 25,090 25,090 

資本剰余金 18,645 18,810 

利益剰余金 121,757 124,679 

自己株式 △3,587 △3,588 

株主資本合計 161,907 164,992 

その他有価証券評価差額金 65,055 56,023 

繰延ヘッジ損益 0 0 

土地再評価差額金 4,351 4,260 

退職給付に係る調整累計額 5,341 5,236 

その他の包括利益累計額合計 74,748 65,520 

新株予約権 38 76 

非支配株主持分 4,288 4,014 

純資産の部合計 240,982 234,603 

負債及び純資産の部合計 3,507,632 3,512,192 
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（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

（中間連結損益計算書）

    (単位：百万円) 

 
前中間連結会計期間 

(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

当中間連結会計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

経常収益 30,887 31,639 

資金運用収益 18,068 17,764 

（うち貸出金利息） 13,467 12,693 

（うち有価証券利息配当金） 4,454 4,866 

役務取引等収益 3,773 3,960 

その他業務収益 7,338 8,126 

その他経常収益 1,706 1,788 

経常費用 25,579 25,793 

資金調達費用 922 1,196 

（うち預金利息） 737 846 

役務取引等費用 1,334 1,329 

その他業務費用 5,477 6,236 

営業経費 17,186 16,295 

その他経常費用 659 735 

経常利益 5,307 5,846 

特別利益 0 1 

固定資産処分益 0 1 

特別損失 2 252 

固定資産処分損 2 2 

減損損失 － 250 

税金等調整前中間純利益 5,305 5,594 

法人税、住民税及び事業税 1,316 919 

法人税等調整額 411 985 

法人税等合計 1,727 1,905 

中間純利益 3,578 3,688 

非支配株主に帰属する中間純利益 136 167 

親会社株主に帰属する中間純利益 3,441 3,521 
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（中間連結包括利益計算書）

    （単位：百万円） 

 
前中間連結会計期間 

(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

当中間連結会計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

中間純利益 3,578 3,688 

その他の包括利益 7,172 △9,138 

その他有価証券評価差額金 7,079 △9,033 

繰延ヘッジ損益 0 △0 

退職給付に係る調整額 92 △105 

中間包括利益 10,750 △5,449 

（内訳）    

親会社株主に係る中間包括利益 10,609 △5,615 

非支配株主に係る中間包括利益 140 166 
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（３）中間連結株主資本等変動計算書

前中間連結会計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日） 

        (単位：百万円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 25,090 18,645 115,725 △239 159,223 

会計方針の変更による累積
的影響額     642   642 

会計方針の変更を反映した当
期首残高 

25,090 18,645 116,368 △239 159,865 

当中間期変動額           

剰余金の配当     △716   △716 

親会社株主に帰属する中間
純利益     3,441   3,441 

自己株式の取得       △5 △5 

自己株式の処分   △0   0 0 

非支配株主との取引に係る
親会社の持分変動           

土地再評価差額金の取崩           

その他利益剰余金からその
他資本剰余金への振替   0 △0   － 

株主資本以外の項目の当中
間期変動額（純額）           

当中間期変動額合計 － － 2,725 △5 2,720 

当中間期末残高 25,090 18,645 119,093 △244 162,585 

 

                 

  その他の包括利益累計額 

新株予約権 
非支配株主
持分 純資産合計 

  
その他有価
証券評価差
額金 

繰延ヘッジ 
損益 

土地再評価
差額金 

退職給付に係
る調整累計額 

その他の包
括利益累計
額合計 

当期首残高 37,899 △0 4,009 1,763 43,671 － 3,994 206,889 

会計方針の変更による累積
的影響額               642 

会計方針の変更を反映した当
期首残高 

37,899 △0 4,009 1,763 43,671 － 3,994 207,531 

当中間期変動額                 

剰余金の配当               △716 

親会社株主に帰属する中間
純利益               3,441 

自己株式の取得               △5 

自己株式の処分               0 

非支配株主との取引に係る
親会社の持分変動                 

土地再評価差額金の取崩                 

その他利益剰余金からその
他資本剰余金への振替               － 

株主資本以外の項目の当中
間期変動額（純額） 

7,075 0 － 92 7,168 38 137 7,343 

当中間期変動額合計 7,075 0 － 92 7,168 38 137 10,064 

当中間期末残高 44,975 0 4,009 1,855 50,839 38 4,132 217,596 
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当中間連結会計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日） 

        (単位：百万円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 25,090 18,645 121,757 △3,587 161,907 

当中間期変動額           

剰余金の配当     △689   △689 

親会社株主に帰属する中間
純利益     3,521   3,521 

自己株式の取得       △5 △5 

自己株式の処分   △0   4 3 

非支配株主との取引に係る
親会社の持分変動   164     164 

土地再評価差額金の取崩     91   91 

その他利益剰余金からその
他資本剰余金への振替   0 △0   － 

株主資本以外の項目の当中
間期変動額（純額）           

当中間期変動額合計 － 164 2,922 △1 3,085 

当中間期末残高 25,090 18,810 124,679 △3,588 164,992 

 

                 

  その他の包括利益累計額 

新株予約権 
非支配株主
持分 

純資産合計 
  

その他有価
証券評価差
額金 

繰延ヘッジ 
損益 

土地再評価
差額金 

退職給付に係
る調整累計額 

その他の包
括利益累計
額合計 

当期首残高 65,055 0 4,351 5,341 74,748 38 4,288 240,982 

当中間期変動額                 

剰余金の配当               △689 

親会社株主に帰属する中間
純利益               3,521 

自己株式の取得               △5 

自己株式の処分               3 

非支配株主との取引に係る
親会社の持分変動               164 

土地再評価差額金の取崩               91 

その他利益剰余金からその
他資本剰余金への振替               － 

株主資本以外の項目の当中
間期変動額（純額） △9,031 △0 △91 △105 △9,228 38 △274 △9,464 

当中間期変動額合計 △9,031 △0 △91 △105 △9,228 38 △274 △6,378 

当中間期末残高 56,023 0 4,260 5,236 65,520 76 4,014 234,603 
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。
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４．中間財務諸表

（１）中間貸借対照表

    (単位：百万円) 

 
前事業年度 

(平成27年３月31日) 
当中間会計期間 

(平成27年９月30日) 

資産の部    

現金預け金 269,629 276,408 

コールローン 647 1,795 

商品有価証券 93 61 

有価証券 998,336 980,828 

貸出金 2,141,242 2,155,951 

外国為替 7,262 4,236 

その他資産 5,621 5,417 

その他の資産 5,621 5,417 

有形固定資産 35,777 35,073 

無形固定資産 2,092 1,854 

前払年金費用 12,008 12,723 

支払承諾見返 11,172 11,232 

貸倒引当金 △15,087 △13,890 

資産の部合計 3,468,796 3,471,694 

負債の部    

預金 3,096,473 3,111,750 

譲渡性預金 53,585 50,140 

コールマネー 10,214 10,196 

債券貸借取引受入担保金 10,392 14,009 

借用金 4,523 4,419 

外国為替 73 109 

新株予約権付社債 12,017 11,996 

その他負債 10,286 8,454 

未払法人税等 233 519 

リース債務 232 249 

資産除去債務 30 30 

その他の負債 9,790 7,654 

賞与引当金 1,028 1,012 

役員賞与引当金 47 24 

退職給付引当金 4,470 4,313 

睡眠預金払戻損失引当金 393 390 

偶発損失引当金 2,445 2,118 

繰延税金負債 21,660 18,008 

再評価に係る繰延税金負債 3,433 3,390 

支払承諾 11,172 11,232 

負債の部合計 3,242,218 3,251,568 
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    (単位：百万円) 

 
前事業年度 

(平成27年３月31日) 
当中間会計期間 

(平成27年９月30日) 

純資産の部    

資本金 25,090 25,090 

資本剰余金 18,645 18,645 

資本準備金 18,645 18,645 

利益剰余金 117,001 119,634 

利益準備金 8,029 8,029 

その他利益剰余金 108,971 111,604 

買換資産圧縮積立金 193 193 

別途積立金 57,720 57,720 

繰越利益剰余金 51,058 53,690 

自己株式 △3,587 △3,588 

株主資本合計 157,151 159,782 

その他有価証券評価差額金 65,037 56,006 

繰延ヘッジ損益 0 0 

土地再評価差額金 4,351 4,260 

評価・換算差額等合計 69,388 60,267 

新株予約権 38 76 

純資産の部合計 226,577 220,125 

負債及び純資産の部合計 3,468,796 3,471,694 
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（２）中間損益計算書

    (単位：百万円) 

 
前中間会計期間 

(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

当中間会計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

経常収益 24,037 23,915 

資金運用収益 18,034 17,721 

（うち貸出金利息） 13,439 12,658 

（うち有価証券利息配当金） 4,447 4,859 

役務取引等収益 3,785 3,973 

その他業務収益 484 453 

その他経常収益 1,733 1,768 

経常費用 19,292 18,776 

資金調達費用 870 1,153 

（うち預金利息） 737 846 

役務取引等費用 1,528 1,556 

その他業務費用 60 82 

営業経費 16,211 15,292 

その他経常費用 622 691 

経常利益 4,745 5,139 

特別利益 － 0 

特別損失 2 253 

税引前中間純利益 4,742 4,886 

法人税、住民税及び事業税 1,140 722 

法人税等調整額 377 932 

法人税等合計 1,518 1,654 

中間純利益 3,224 3,231 
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（３）中間株主資本等変動計算書

前中間会計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日）

                (単位：百万円) 

  株主資本 

  

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

  

資本準備金 
その他資
本剰余金 

資本剰余
金合計 

利益準備金 

その他利益剰余金 

利益剰余
金合計   

買換資産
圧縮積立
金 

別途積立金 
繰越利益
剰余金 

当期首残高 25,090 18,645 － 18,645 8,029 183 57,720 45,524 111,458 

会計方針の変更による累積的
影響額               642 642 

会計方針の変更を反映した当期
首残高 

25,090 18,645 － 18,645 8,029 183 57,720 46,167 112,101 

当中間期変動額                   

剰余金の配当               △716 △716 

中間純利益               3,224 3,224 

自己株式の取得                   

自己株式の処分     △0 △0           

土地再評価差額金の取崩                   

その他利益剰余金からその他
資本剰余金への振替     0 0       △0 △0 

株主資本以外の項目の当中間
期変動額（純額）                   

当中間期変動額合計 － － － － － － － 2,507 2,507 

当中間期末残高 25,090 18,645 － 18,645 8,029 183 57,720 48,675 114,609 

 

                 

  株主資本 評価・換算差額等 

新株予約権 純資産合計 
  自己株式 株主資本合計 

その他有価
証券評価差
額金 

繰延ヘッジ
損益 

土地再評価
差額金 

評価・換算
差額等合計 

当期首残高 △239 154,956 37,895 △0 4,009 41,904 － 196,861 

会計方針の変更による累積的
影響額   642           642 

会計方針の変更を反映した当期
首残高 

△239 155,598 37,895 △0 4,009 41,904 － 197,503 

当中間期変動額                 

剰余金の配当   △716           △716 

中間純利益   3,224           3,224 

自己株式の取得 △5 △5           △5 

自己株式の処分 0 0           0 

土地再評価差額金の取崩                 

その他利益剰余金からその他
資本剰余金への振替   －           － 

株主資本以外の項目の当中間
期変動額（純額）     7,069 0 － 7,069 38 7,107 

当中間期変動額合計 △5 2,502 7,069 0 － 7,069 38 9,610 

当中間期末残高 △244 158,101 44,965 0 4,009 48,974 38 207,113 
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当中間会計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日）

                (単位：百万円) 

  株主資本 

  

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

  

資本準備金 その他資
本剰余金 

資本剰余
金合計 

利益準備金 

その他利益剰余金 

利益剰余
金合計   

買換資産
圧縮積立
金 

別途積立金 繰越利益
剰余金 

当期首残高 25,090 18,645 － 18,645 8,029 193 57,720 51,058 117,001 

当中間期変動額                   

剰余金の配当               △689 △689 

中間純利益               3,231 3,231 

自己株式の取得                   

自己株式の処分     △0 △0           

土地再評価差額金の取崩               91 91 

その他利益剰余金からその他
資本剰余金への振替     0 0       △0 △0 

株主資本以外の項目の当中間
期変動額（純額）                   

当中間期変動額合計 － － － － － － － 2,632 2,632 

当中間期末残高 25,090 18,645 － 18,645 8,029 193 57,720 53,690 119,634 

 

                 

  株主資本 評価・換算差額等 

新株予約権 純資産合計 
  自己株式 株主資本合計 

その他有価
証券評価差
額金 

繰延ヘッジ
損益 

土地再評価
差額金 

評価・換算
差額等合計 

当期首残高 △3,587 157,151 65,037 0 4,351 69,388 38 226,577 

当中間期変動額                 

剰余金の配当   △689           △689 

中間純利益   3,231           3,231 

自己株式の取得 △5 △5           △5 

自己株式の処分 4 3           3 

土地再評価差額金の取崩   91           91 

その他利益剰余金からその他
資本剰余金への振替   －           － 

株主資本以外の項目の当中間
期変動額（純額）     △9,030 △0 △91 △9,121 38 △9,083 

当中間期変動額合計 △1 2,631 △9,030 △0 △91 △9,121 38 △6,452 

当中間期末残高 △3,588 159,782 56,006 0 4,260 60,267 76 220,125 
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 ５. 中間期決算補足説明資料 

 

Ⅰ．平成28年３月期 第２四半期決算の概況      

１．損益状況 【単体】 Ｐ． 16 

【連結】 Ｐ． 17 

２．業務純益 【単体】 Ｐ． 18 

３．利鞘 【単体】 Ｐ． 18 

４．有価証券関係損益 【単体】 Ｐ． 18 

５．ＲＯＥ 【単体】／【連結】 Ｐ． 19 

６．自己資本比率（国際統一基準） 【単体】／【連結】 Ｐ． 19 

Ⅱ．貸出金等の状況      

１．貸倒引当金とリスク管理債権の状況 【単体】／【連結】 Ｐ． 20 

２．金融再生法開示債権の状況 【単体】 Ｐ． 21 

３．業種別貸出状況等      

①業種別貸出金 【単体】 Ｐ． 21 

②消費者ローン残高 【単体】 Ｐ． 22 

③中小企業等貸出比率 【単体】 Ｐ． 22 

④系列ノンバンク向け貸出金残高 【単体】 Ｐ． 22 

４．預金等・貸出金・有価証券の残高 【単体】 Ｐ． 22 

（参考）預り資産残高 【単体】 Ｐ． 22 

５．自己査定結果・金融再生法開示債権・リスク管理債権の関係 【単体】 Ｐ． 23 

Ⅲ．有価証券の評価損益      

１．有価証券の評価基準 【単体】／【連結】 Ｐ． 24 

２．評価損益 【単体】 Ｐ． 24 

Ⅳ．業績予想 【単体】／【連結】 Ｐ． 25 

Ⅴ．単体決算要約 【単体】 Ｐ． 26 

 

 

（注）金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 
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Ⅰ．平成28年３月期 第２四半期決算の概況 

１．損益状況 

【単 体】     （単位：百万円） 

  平成27年９月期 
 

平成26年９月期 
平成26年９月期比 

経常収益 23,915 △121 24,037 

経常利益 5,139 394 4,745 

中間純利益 3,231 7 3,224 

業務純益 4,128 430 3,697 
 
            （単位：百万円） 

  平成27年９月期 
 

平成26年９月期 
平成26年９月期比 

業務粗利益 1 19,354 △490 19,845 

（除く国債等債券損益（５勘定尻）） 2 19,085 △406 19,492 

  資金利益 3 16,567 △596 17,164 

  役務取引等利益 4 2,416 158 2,257 

  その他業務利益 5 370 △52 423 

  （うち国債等債券損益（５勘定尻）） 6 269 △83 352 

経費（除く臨時処理分）（△） 7 15,226 △921 16,147 

  人件費 8 8,660 △482 9,142 

  物件費 9 5,736 △489 6,226 

  税金 10 829 50 778 

実質業務純益（一般貸倒引当金繰入前） 11 4,128 430 3,697 

 
コア業務純益 
（除く国債等債券損益（５勘定尻）） 

12 3,859 514 3,344 

①一般貸倒引当金繰入額（△） 13 － － － 

業務純益 14 4,128 430 3,697 

  （うち国債等債券損益（５勘定尻）） 15 269 △83 352 

臨時損益 16 1,011 △36 1,047 

  ②不良債権処理額（△） 17 236 △86 323 

    貸出金償却 18 0 △0 1 

    個別貸倒引当金繰入額 19 － － － 

    偶発損失引当金繰入額 20 － － － 

    延滞債権等売却損等 21 236 △86 322 

  ③貸倒引当金戻入益 22 1,032 △17 1,049 

  償却債権取立益 23 0 △0 0 

  ④偶発損失引当金戻入益 24 326 △163 490 

  株式等関係損益 25 197 160 37 

  その他臨時損益 26 △309 △103 △206 

経常利益 27 5,139 394 4,745 

特別損益 28 △252 △250 △2 

  うち固定資産処分損益 29 △1 0 △2 

    固定資産処分益 30 0 0 － 

    固定資産処分損 31 2 △0 2 

  うち減損損失 32 250 250 － 

税引前中間純利益 33 4,886 143 4,742 

法人税、住民税及び事業税（△） 34 722 △418 1,140 

法人税等調整額（△） 35 932 554 377 

法人税等合計（△） 36 1,654 135 1,518 

中間純利益 37 3,231 7 3,224 
 

与信関連費用（①＋②－③－④） 38 △1,122 93 △1,215 

 
（注１）コア業務純益（No.12）＝実質業務純益（一般貸倒引当金繰入前）（No.11）－国債等債券損益（No.15） 

（注２）一般貸倒引当金と個別貸倒引当金の合計額が取崩超過となりましたので、取崩超過額を「臨時損益」の③貸倒引 

   当金戻入益に計上しております。また、偶発損失引当金においても取崩超過となりましたので、取崩超過額を「臨 

   時損益」の④偶発損失引当金戻入益に計上しております。 
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【連 結】     （単位：百万円） 

  平成27年９月期 
 

平成26年９月期 
平成26年９月期比 

経常収益 31,639 752 30,887 

経常利益 5,846 538 5,307 

親会社株主に帰属する中間純利益 3,521 80 3,441 

 

            （単位：百万円） 

  平成27年９月期 
 

平成26年９月期 
平成26年９月期比 

 連結粗利益 1 21,089 △357 21,446 

  資金利益 2 16,567 △579 17,146 

  役務取引等利益 3 2,631 192 2,439 

  その他業務利益 4 1,890 29 1,860 

営業経費（△） 5 16,295 △891 17,186 

 貸倒償却引当費用（△）① 6 238 △86 324 

  一般貸倒引当金繰入額 7 － － － 

  貸出金償却 8 1 0 1 

  個別貸倒引当金繰入額 9 － － － 

  偶発損失引当金繰入額 10 － － － 

  延滞債権等売却損等 11 236 △86 322 

貸倒引当金戻入益② 12 1,058 32 1,026 

償却債権取立益 13 0 △0 0 

偶発損失引当金戻入益③ 14 326 △163 490 

株式等関係損益 15 197 160 37 

その他 16 △293 △110 △183 

経常利益 17 5,846 538 5,307 

特別損益 18 △251 △250 △1 

税金等調整前中間純利益 19 5,594 288 5,305 

法人税、住民税及び事業税（△） 20 919 △396 1,316 

法人税等調整額（△） 21 985 574 411 

法人税等合計（△） 22 1,905 178 1,727 

中間純利益 23 3,688 110 3,578 

非支配株主に帰属する中間純利益（△） 24 167 30 136 

親会社株主に帰属する中間純利益 25 3,521 80 3,441 

 

与信関連費用（①－②－③） 26 △1,147 44 △1,192 

 

（注１）連結粗利益＝（資金運用収益－資金調達費用）＋（役務取引等収益－役務取引等費用） 

＋（その他業務収益－その他業務費用） 

（注２）一般貸倒引当金と個別貸倒引当金の合計額が取崩超過となりましたので、取崩超過額を②貸倒引当金戻入益に 

   計上しております。また、偶発損失引当金においても取崩超過となりましたので、取崩超過額を③偶発損失引当金 

   戻入益に計上しております。 
 
 （参 考）       （単位：百万円） 

連結業務純益 27 4,835 548 4,286 

連結業務純益＝単体業務純益＋子会社経常利益＋関連会社経常利益×持ち分－内部取引（配当等） 
 
（連結子会社数）     （単位：社） 

連結子会社数 5 － 5 

持分法適用会社数 － － － 
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２．業務純益 

【単 体】 
   

(単位：百万円）

  平成27年９月期
 

平成26年９月期
平成26年９月期比

実質業務純益（一般貸倒引当金繰入前） 4,128 430 3,697

  職員一人当たり（千円） 2,157 271 1,886

コア業務純益
3,859 514 3,344

  （一般貸倒引当金繰入前、債券５勘定尻除く）

  職員一人当たり（千円） 2,017 310 1,706

業務純益 4,128 430 3,697

  職員一人当たり（千円） 2,157 271 1,886

（注）職員数は、期中平均人員（出向者、臨時雇員及び嘱託を除く）を使用しております。

 

【職員数】

      (単位：人）

 
平成27年９月期

 
平成26年９月期

  平成26年９月期比

平均人数 1,913 △47 1,960

 

３．利鞘 

【単 体】      

       

      平成27年９月期 平成26年９月期比 平成26年９月期

  資金運用利回（Ａ） 1.07％ △0.09％ 1.16％

   貸出金利回（Ｂ） 1.21％ △0.10％ 1.31％

   有価証券利回 1.03％ 0.09％ 0.94％

  資金調達原価（Ｃ） 1.02％ △0.09％ 1.11％

   預金等原価（Ｄ） 1.02％ △0.09％ 1.11％

    預金等利回 0.05％ 0.00％ 0.05％

    経費率 0.96％ △0.10％ 1.06％

預貸金利鞘（Ｂ）－（Ｄ） 0.19％ △0.01％ 0.20％

総資金利鞘（Ａ）－（Ｃ） 0.05％ 0.00％ 0.05％

 

４．有価証券関係損益 

【単 体】     (単位：百万円）

  平成27年９月期
 

平成26年９月期
平成26年９月期比

 国債等債券損益（５勘定尻） 269 △83 352

  売却益 311 △45 357

  償還益 － △10 10 

  売却損 42 33 8 

  償還損 － △5 5 

       

 株式等損益（３勘定尻） 197 160 37

  売却益 220 161 59

  売却損 18 0 18

  償却 4 0 4
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５．ＲＯＥ 

【単 体】／【連 結】 

 

平成27年９月期

 

平成26年９月期
  平成26年９月期比

業務純益ベース（単体） 3.69％ 0.04％ 3.65％

中間純利益ベース（連結） 3.01％ △0.28％ 3.29％

 ※ＲＯＥは年換算して算出しております。(平成26年９月期は年換算に組替えて算出しております。）

 

６．自己資本比率（国際統一基準） 

  

【単 体】     (単位：億円）

〔速 報 値〕 平成27年９月末

 

平成27年３月末
平成27年３月末比

１． 単体総自己資本比率（４／７） 12.61％ △0.38％ 12.99％

２． 単体Tier１比率（５／７） 10.71％ △0.09％ 10.80％

３． 単体普通株式等Tier１比率（６／７） 10.71％ △0.09％ 10.80％

４． 単体における総自己資本の額 2,092 △51 2,144

５． 単体におけるTier１資本の額 1,777 △5 1,783

６． 単体における普通株式等Tier１資本の額 1,777 △5 1,783

７． リスク・アセットの額 16,593 90 16,502

８． 単体総所要自己資本額（７×８％） 1,327 7 1,320

 

【連 結】     (単位：億円）

〔速 報 値〕 平成27年９月末

 

平成27年３月末
平成27年３月末比

１． 連結総自己資本比率（４／７） 12.84％ △0.38％ 13.22％

２． 連結Tier１比率（５／７） 10.94％ △0.09％ 11.03％

３． 連結普通株式等Tier１比率（６／７） 10.86％ △0.08％ 10.94％

４． 連結における総自己資本の額 2,184 △49 2,234

５． 連結におけるTier１資本の額 1,860 △3 1,863

６． 連結における普通株式等Tier１資本の額 1,847 △2 1,849

７． リスク・アセットの額 17,000 105 16,894

８． 連結総所要自己資本額（７×８％） 1,360 8 1,351

（注）自己資本比率は、25年３月期より新基準（バーゼルⅢ）で算出しております。

自己資本比率の算出にあたっては、以下の手法を採用しております。

   ・信用リスクに関する手法：標準的手法

   ・オペレーショナル・リスクに関する手法：粗利益配分手法

 なお、「第３の柱（市場規律）」に基づく開示事項につきましては当行ホームページ

（http://www.meigin.com/）に掲載しております。

小数点第２位未満を切り捨てにて表示しております。
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Ⅱ．貸出金等の状況 

１．貸倒引当金とリスク管理債権の状況 

【単 体】 
    （単位：百万円） 

  平成27年９月末 
 

平成26年９月末 
平成26年９月末比 

貸倒 引当金（Ａ) 13,890 △4,364 18,254 

  一般貸倒引当金 7,678 △1,644 9,323 

  個別貸倒引当金 6,211 △2,720 8,931 

リ 
ス 
ク 
管 
理 
債 
権 

破綻先債権額 1,749 △827 2,577 

延滞債権額 49,452 △9,271 58,724 

３ヵ月以上延滞債権額 456 279 176 

貸出条件緩和債権額 15,280 △1,414 16,694 

合計（Ｂ） 66,939 △11,233 78,172 

引当率（Ａ）／（Ｂ） 20.75% △2.60% 23.35% 

貸出 金残高（末残） 2,155,951 59,762 2,096,189 

貸 
出 
金 
残 
高 
比 

破綻先債権額 0.08% △0.04% 0.12% 

延滞債権額 2.29% △0.51% 2.80% 

３ヵ月以上延滞債権額 0.02% 0.01% 0.01% 

貸出条件緩和債権額 0.71% △0.09% 0.80% 

合計 3.10% △0.63% 3.73% 

 

【連 結】 
    （単位：百万円）

  平成27年９月末
 

平成26年９月末
平成26年９月末比

貸倒 引当金 15,304 △4,619 19,924 

  一般貸倒引当金 8,180 △1,747 9,927

  個別貸倒引当金 7,123 △2,872 9,996

リ 
ス 
ク 
管 
理 
債 
権 

破綻先債権額 1,755 △834 2,590

延滞債権額 49,513 △9,315 58,828

３ヵ月以上延滞債権額 456 279 176

貸出条件緩和債権額 17,249 △1,838 19,087

合計 68,974 △11,708 80,683 

貸出 金残高（末残） 2,157,322 61,010 2,096,311 

貸 
出 
金 
残 
高 
比 

破綻先債権額 0.08％ △0.04％ 0.12％

延滞債権額 2.30％ △0.51％ 2.81％

３ヵ月以上延滞債権額 0.02％ 0.01％ 0.01％

貸出条件緩和債権額 0.80％ △0.11％ 0.91％

合計 3.20％ △0.65％ 3.85％ 
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２．金融再生法開示債権の状況 

【単 体】 
    （単位：百万円）

  平成27年９月末
 

平成26年９月末
平成26年９月末比

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 7,584 △1,689 9,274

危険債権 43,776 △8,433 52,210

要管理債権 15,736 △1,134 16,870

合計（A） 67,097 △11,257 78,355 

保全額（B） 56,894 △10,871 67,765

  貸倒引当金 9,445 △3,108 12,554

  担保保証等 47,448 △7,762 55,211

保全率（B）／（A） 84.79％ △1.69％ 86.48%

 

３．業種別貸出状況等 

①業種別貸出金 

【単 体】 
   

（単位：百万円）

  平成27年９月末
 

平成26年９月末
平成26年９月末比

国内

(除く

 

特別国際金融取引勘定分）

 
2,154,564

 
59,209

 
2,095,355 

  製造業 408,522 △6,179 414,702

  農業，林業 1,061 △12 1,073

  漁業 78 △7 85

  鉱業，採石業，砂利採取業 2,655 8 2,646

  建設業 146,675 2,725 143,950

  電気・ガス・熱供給・水道業 35,858 △800 36,659

  情報通信業 27,722 1,090 26,631

  運輸業，郵便業 85,543 510 85,032

  卸売業，小売業 344,457 △6,441 350,899

  金融業，保険業 86,260 19,263 66,997

  不動産業，物品賃貸業 251,618 17,177 234,440

  学術研究，専門・技術サービス業 16,589 △437 17,027

  宿泊業，飲食サービス業 24,744 986 23,757

  生活関連サービス業，娯楽業 29,249 871 28,377

  教育，学習支援業 7,413 48 7,365

  医療，福祉 41,752 3,052 38,700

  その他のサービス 41,282 2,067 39,214

  地方公共団体 5,963 △2,478 8,442

  その他 597,113 27,763 569,349
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②消費者ローン残高 

【単 体】     （単位：百万円）

  平成27年９月末
 

平成26年９月末
平成26年９月末比

消費者ローン残高 682,543 27,871 654,671

  うち住宅ローン残高 666,898 28,578 638,319

  うちその他ローン残高 15,644 △706 16,351

 

③中小企業等貸出比率 

【単 体】 

  平成27年９月末
 

平成26年９月末
平成26年９月末比

中小企業等貸出比率 83.85％ △0.28％ 84.13％

 
 
④系列ノンバンク向け貸出金残高 

【単 体】     （単位：百万円）

  平成27年９月末
 

平成26年９月末
平成26年９月末比

系列ノンバンク向け貸出金残高 7,725 1,216 6,508

 

４．預金等・貸出金・有価証券の残高 

【単 体】     （単位：百万円）

  平成27年９月末
 

平成26年９月末
平成26年９月末比

預金等※（末残） 3,161,891 87,767 3,074,123

（平残） 3,156,439 122,341 3,034,097

貸出金 （末残） 2,155,951 59,762 2,096,189

（平残） 2,096,449 45,311 2,051,138

有価証券（末残） 980,828 △15,985 996,813

（平残） 936,154 △3,924 940,079

 ※（注）預金等＝預金＋譲渡性預金

 

（参考）預り資産残高 
 
【単 体】     （単位：百万円）

  平成27年９月末
 

平成26年９月末
平成26年９月末比

投資信託 96,415 1,076 95,339

公共債 40,776 △40,495 81,271

保険商品 212,736 25,876 186,859

外貨預金 22,759 △4,247 27,006

合計 372,688 △17,789 390,477
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５．自己査定結果・金融再生法開示債権・リスク管理債権の関係 

【単 体】 
     

（単位：百万円） 

自己査定結果 
（対象債権：総与信）  

金融再生法に基づく開示額 
（対象債権：総与信及び自らの保証を付した私募債 

 ※要管理債権は貸出金のみ） 
 

リスク管理債権 
（対象債権：貸出金） 

                      

債務者区分 金額   債権区分 金額 貸倒引当金 担保保証等 保全率   開示区分 金額 

破綻先 
1,796 

＜719＞ 
 

破産更生債権 

及びこれらに 

準ずる債権 

7,584 

＜4,877＞ 

2,706 

 

4,877 

 

100.00％ 

 

  破綻先債権 
1,749 

＜710＞ 

実質破綻先 
5,787 

＜4,158＞ 
   

延滞債権 
49,452 

＜47,869＞ 
破綻懸念先 43,776   危険債権 43,776 3,481 36,663 91.71％  

要 

注 

意 

先 

要管理先 28,375 

 

要管理債権※ 15,736 3,257 5,906 58.24％ 

 
3ヵ月以上 

延滞債権 
456 

   
貸出条件 

緩和債権 
15,280 

  小計 
67,097 

＜64,391＞ 

9,445 

 

47,448 

 

84.79％ 

 
  合計 

66,939 

＜64,316＞ 

要管理先 

以外の 

要注意先 

370,023  

正常債権 2,115,638 

金融再生法開示債権（小計） 

の対象債権に占める割合 

＜ ＞内は、部分直接償却実施後 

3.07％ 

＜2.95％＞ 

 

リスク管理債権 

の対象債権に占める割合 

＜ ＞内は、部分直接償却実施後 

3.10％ 

＜2.99％＞ 正常先 1,713,978    

非分類債権 5,965    

合計 

2,169,703 

<2,166,996> 

 

  合計 
2,182,735 

＜2,180,029＞ 
           

（注）当行は部分直接償却を実施しておりませんが、実施した場合の開示債権額を＜ ＞内に記載しております。 
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Ⅲ．有価証券の評価損益 

１．有価証券の評価基準 

【単 体】／【連 結】 

売買目的有価証券 時価法（評価差額を損益処理） 

満期保有目的有価証券 償却原価法 

その他有価証券 時価法（評価差額を全部純資産直入） 

子会社及び関連会社株式 原価法 

 

２．評価損益 

【単 体】  
（単位：百万円）

 

平成27年９月末 平成26年９月末

評価損益   評価損益  

  評価益 評価損   評価益 評価損

  満期保有目的 － － － － － －

  その他有価証券 80,085 80,991 906 67,875 69,078 1,202

  株式 71,180 71,370 190 58,385 59,153 767

  債券 8,069 8,151 81 8,922 8,978 56 

  その他 835 1,469 634 567 946 379

    合計 80,085 80,991 906 67,875 69,078 1,202 

  株式 71,180 71,370 190 58,385 59,153 767

  債券 8,069 8,151 81 8,922 8,978 56

  その他 835 1,469 634 567 946 379

（注）その他有価証券については、時価評価しておりますので、上記の表上は、貸借対照表価額と取得価額との差額を

計上しております。
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Ⅳ.業績予想 

平成28年３月期の業績予想（平成27年４月１日～平成28年３月31日） 

  

【単 体】                               (単位：百万円) 

 
平成28年３月期 

業績予想 

 
平成27年３月期 

平成27年３月期比 

経常収益 46,700 △1,947 48,647 

経常利益 8,700 △1,493 10,193 

当期純利益 5,700 △518 6,218 

業務純益 7,600 254 7,346 

 

【連 結】                                         (単位：百万円) 

 
平成28年３月期 

業績予想 

 
平成27年３月期 

平成27年３月期比 

経常収益 62,900 108 62,792 

経常利益 9,900 △1,600 11,500 

親会社株主に帰属する当期純利益 5,900 △807 6,707 
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Ⅴ.単体決算要約 
 

   ＜収益＞     ＜費用＞     ＜利益＞    

  

資金運用収益 （  177億円） 
事業性貸出・住宅ローン・有価証券

等による利息収益 

－ 
資金調達費用 （ 11億円） 
各種預金に対して支払う利息等 

＝ 
①資金利益 

（   165億円） 

   

      

      

      

      

                                                              ＋    

  

役務取引等収益（  39億円） 
投資信託の販売や振込みなど各種

サービスによる受取手数料 

－ 

役務取引等費用（ 15億円） 
支払為替手数料等銀行が支払う手

数料 

＝ 
②役務取引等利益 

（    24億円） 

   

      

      

      

      

                                                              ＋    

  

その他業務収益（  4億円） 
外国為替売買益や債券の売却益

等 

－ 
その他業務費用（  0億円） 

国債等債券の売却損等 
＝ 

③その他業務利益 

（    3億円） 
うち国債等債券損益 

（    2億円） 

   

      

      

      

      

                                                                                 

                                                                                 

                                                                                 

  

業務粗利益（  193億円） 
①資金利益＋②役務取引等収益

＋③その他業務利益 

－ 

一般貸倒引当金繰入額（ －億円） 

＝ 
業務純益 

（    41億円） 

  

     

  

経費（除く臨時処理分）（ 152億円） 

  

     

     

                                                                                 

                                                                                 

  

業務純益 

（    41億円） 
＋ 

臨時収益（ 17億円） 

株式等売却益、 

貸倒引当金戻入益、 

償却債権取立益等 

－ 

臨時費用（ 7億円） 

不良債権処理及び株

式等償却に関する費

用等 

＝ 
経常利益 

（     51億円） 

  

     

     

     

     

                                                                                 

                                                                                 

  

経常利益 

（      51億円） 
＋ 

特別利益（ 0億円） 

固定資産処分益等 
－ 

特別損失（ 2億円）

固定資産処分損、 

減損損失等 

＝ 
税引前中間純利益 

（      48億円） 

  

     

     

     

     

                                                                                 

                                                                                 

  

税引前中間純利益 

（     48億円） 
－ 

法人税、住民税及び

事業税 

（     7億円） 

－ 
法人税等調整額 

（     9億円） 
＝ 

中間純利益 

（     32億円） 

  

     

     

     

     

 

業務純益から債券の売却損益や一般貸倒引当金繰入額等を控除した収益力を示す指標として、実質業務純益・コア業務純益があります。 
 
◎実質業務純益  41億円＝業務純益 41億円＋一般貸倒引当金繰入額 －億円 

◎コア業務純益  38億円＝実質業務純益 41億円－国債等債券損益 ２億円 

※国債等債券損益（５勘定尻）・・・債券売却益＋債券償還益－債券売却損－債券償還損－債券償却 
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